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１.事業の目的と概要 １）事業概要

事業目的

①国道331号渋滞緩和

②那覇港・那覇空港へのアクセス向上

③那覇都市圏の交通混雑の緩和

計画概要

事業経緯

位置図

1

＜豊見城道路＞ ＜糸満道路＞一般部 一般部

橋梁部 橋梁部

標準断面図

道路 豊見城道路 糸満道路

事業区間
自）豊見城市瀬長
至）糸満市西崎

自）糸満市西崎
至）糸満市真栄里

延長 4.0ｋｍ 3.4ｋｍ

道路規格 第4種1級 第4種1級

設計速度 60ｋｍ/ｈ 60ｋｍ/ｈ

車線数 4車線 4車線

交通量
(H29.9実測値) 37,300台/日 21,900台/日

事業費 405億円 505億円

年次 豊見城道路 糸満道路

平成元年度 事業化 ―

平成2年度 ― 事業化

平成6年度 地域高規格道路の指定（沖縄西海岸道路）

平成10年度 都市計画決定、用地着手

平成12年度 ― 工事着手

平成13年度 工事着手 ―

平成18年度 全線2車線暫定開通 ―

平成23年度 ― 全線2車線暫定開通

平成27年度 全線4車線完成開通 ―

平成28年度 ― 全線4車線完成開通

（至
）糸
満
市
西
崎

（自
）糸
満
市
西
崎

豊見城道路

（延長4.0ｋｍ）

糸満道路

（延長3.4ｋｍ）

H28年3月 4車線開通

（至
）糸
満
市
真
栄
里

H29年3月
4車線開通

豊見城
・糸満道路

58

331

332

330

449

505

331

329

329

凡例

豊見城道路・糸満道路
高速道路
国道

（自
）豊
見
城
市
瀬
長

延長2.3km
H18年3月 2車線開通

延長0.6km
H19年3月
2車線開通

延長1.1km
H24年3月
2車線開通
（本線）

延長0.8km
H14年4月
4車線開通

延長1.0km
H24年3月
4車線開通

延長1.6km H24年3月
2車線開通

58

凡例
豊見城道路・糸満道路
国道
主要地方道
一般県道
交通量調査地点

331

糸満市豊見城市

豊見城・名嘉地IC

那覇空港
自動車道

単位：ｍ 単位：ｍ



１.事業の目的と概要 ２）上位計画

■沖縄西海岸道路は国道58号、国道331号等の交通混雑の緩和、交通事故の抑制、観光支援、並びに物流の効率化等を目標

とした読谷村から糸満市に至る総延長約50kmの地域高規格道路である。（図1）

■豊見城道路・糸満道路は、沖縄西海岸道路の一部を形成し、国道331号の渋滞緩和、那覇港・那覇空港へのアクセス向上に

資するとともに、那覇都市圏の交通混雑の緩和を目的に計画された、2環状7放射道路として都市部において交通渋滞緩和等

に寄与するものである。（図2）

2

●（図1）沖縄西海岸道路 ●（図2）那覇都市圏の2環状7放射道路

豊
見
城
道
路
・
糸
満
道
路

331
330

58

507

331

331

58

329

329

那覇空港

那覇港

凡例

沖縄西海岸道路
沖縄自動車道
那覇空港自動車道
国道
主要地方道

供用中
事業中
計画中

資料：南部国道事務所事業概要2020



２.費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

前回評価時と開通後の比較

3

前回再評価時

（平成25年度）

今回評価時

(令和2年度）
変化及びその原因

豊見城道路 糸満道路 豊見城道路 糸満道路 豊見城道路・糸満道路

道路構造等 第4種1級 第4種1級 第4種1級 第4種1級 〇変化なし

総事業費 405億円 505億円 405億円 505億円 〇変化なし

交通量
36,900台/日

（R12将来推計値）
21,900台/日

（R12将来推計値）
37,300台/日
（H29実測値）

21,900台/日
（H29実測値）

〇開通後のため交通量は推計値から実測値に変更

事業期間
平成元年度

～
平成27年度

平成2年度
～

平成28年度

平成元年度
～

平成27年度

平成2年度
～

平成28年度
〇変化なし

総費用
（Ｃ）

512億円 617億円 688億円 837億円
〇基準年の変更(H25→R2)、割戻し率の影響で過去
の費用ほど現在価値が大きくなるため

総便益
（Ｂ）

1,867億円 946億円 2,339億円 1,268億円
〇基準年の変更(H25→R2)、割戻し率の影響で遠い
過去の便益ほど現在価値が大きくなるため

費用対効果
（Ｂ／Ｃ）

3.6 1.5 3.4 1.5 〇総費用及び総便益が変化したため



32 28

22 19

29 21

39 23

26 22

28 27

26 21
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32 23

24 13
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22 25

21 15

31 16
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28 22

30 30

23 19

27 23

24 19

26 19

19 20

17 12

36 63 47 59 17

32 54 38 32 19

34 50 38 25 33

40 48 37 42 25

36 52 36 29 20

38 51 41 31 21

46 55 41 35 24

53 63 30 15 27

43 59 55 25 17

41 59 41 52 29

52 61 44 33 32

35 50 26 36 26

27 44 25 34 23

29 42 26 33 25

32 42 30 35 24

33 45 29 35 26

33 51 29 34 26

34 48 30 40 25

35 50 28 38 25

33 54 35 41 24

34 56 38 42 26

36 50 40 49 27

31 54 23 28 27

30 50 27 16 20

37 55 31 27 18

30 62 32 29 17

31 65 30 27 22

34 59 26 22 22

41 65 30 17 24

38 58 32 33 21

34 60 26 57 23

37 80 37 55 16

35 71 43 28 26

47 48 26 35 17

29 45 25 34 20

32 45 26 36 20

36 44 29 32 22

35 46 32 36 20

37 44 29 36 20

39 45 30 36 22

40 46 31 35 22

40 47 30 38 20

43 50 33 37 20

46 49 35 39 22

３.事業の効果の発現状況 １）渋滞緩和

■豊見城道路・糸満道路の全線開通（4車線）により、旧国道上の兼城交差点での渋滞長が減少した。（図3）

■旅行速度は、開通前に比べ渋滞判断基準の20km/h以下となる時間帯が減少した。（図4）

■豊見城道路・糸満道路の整備が、渋滞緩和に寄与している。

※兼城交差点より阿波根方向視点

●調査位置図
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：旧国道旅行速度区間

：交差点位置

●（図4）旧国道旅行速度比較

資料：旅行速度調査結果 調査日:H18.10.18
プローブデータ（H24.10/H29.10の全日平均値）
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●（図3）旧国道331号（兼城交差点)の渋滞長

（開通前） （2車線開通） （4車線開通）
資料：渋滞長調査結果

調査日： H18.10.18/H24.10.24/H29.4.13(いずれも平日) 

150m
減少

m

2車線開通時：
H24.10.24（水）

4車線開通時：
H29.4.13（木）

旧国道旅行速度区間

兼城交差点
（渋滞長計測箇所）

※上記区間測定無し ※上記区間測定無し
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３.事業の効果の発現状況 ２）アクセス性向上・混雑緩和

5

■豊見城道路・糸満道路を経由することで、那覇空港～ひめゆりの塔区間の所要時間が約13分短縮（36分→23分）し、那覇港・那

覇空港へのアクセス性が向上している。（図5）

■所要時間が短縮される豊見城道路・糸満道路の利用が高まることで、那覇都市圏への観光周遊の利便性向上や観光地の滞在

時間の延長に繋がり、交通混雑の緩和にも寄与する。また、交通事故件数も減少し安全性も向上している。（図6,7）

●（図5）所要時間変化・定時性の向上

：5％～95％タイル値所要時間 ：所要時間の平均値

資料：プローブデータ（那覇空港～ひめゆりの塔）
H31.4～R2.2の所要時間

約13分
短縮

旧国道利用 豊見城・糸満
道路利用

【那覇空港－ひめゆりの塔区間】【豊見城道路・糸満道路区間】

約11分
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●(図6）交通量の変化（豊見城道路・糸満道路）

資料 交通量調査：豊見城道路断面、糸満道路断面
調査日：H24.10.24/H28.10.25/H29.9.12(いずれも平日)

（2車線全線開通後） （4車線部分開通後） （4車線全線開通後）

約2割増加
（豊見城）

約3割増加
（糸満）

●（図8）経路図
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自動車道 旧国道331号(県道256号) 区間

豊見城道路・糸満道路利用

那覇港

＜凡 例＞

：旧国道利用の所要時間経路

：旧国道331号（県道256号）区間

：豊見城・糸満道路利用の所要時間経路

：豊見城・糸満道路区間

：埋立エリア

豊
見
城
市
瀬
長

旧国道利用 豊見城・糸満
道路利用

●(図7）交通事故件数の変化

事故件数が
減少

（一部開通） （4車線全線開通後）

資料 交通事故統合データベース
H29は開通後9カ月間の合計を年換算した値
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３.事業の効果の発現状況 ３）地域の活性化
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■沿線地域のアクセス性向上により、沿線の埋立地である豊崎、西崎、潮崎地区では、民間企業等が進出・開業する等、民需が拡

大し、日常生活の利便性も向上している。（図9）

■糸満市・豊見城市の、地方税収が沖縄県を上回る増加率を示す等、地域の活性化に寄与している。（図10）

●（図9）周辺施設数の変化 ●（図11）豊見城道路・糸満道路沿線の様子

資料：市町村別決算状況調（総務省）

●（図10）地方税収の変化（豊見城市・糸満市）

資料：NTT電話帳2012年秋版、2017年7月版時点、2020年7月版時点
新規登録法人数（医療,教育,公共機関除く）を集計

対象地域：豊見城市（与根,豊崎）糸満市（西崎,塩崎,糸満の旧国道331号より西側）
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●（図12）周辺施設一覧

＜凡 例＞
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【参考】社会経済情勢の変化 １）人口等
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■豊見城市と糸満市の人口伸び率は、沖縄県及び那覇市を超えて増加傾向にある。（図13）

■豊見城市では、「全都市/成長力ランキング」※で2016年から3年連続1位となるなど、さらなる人口増加が見込まれる。

■自動車保有台数の伸び率も、豊見城市は沖縄県及び那覇市よりも大きく増加している。（図14）

●（図13）人口伸び率の推移 ●（図14）自動車保有台数伸び率の推移

資料：沖縄県推計人口（沖縄県企画部統計課）
各年10月1日時点

資料：沖縄県統計年鑑（沖縄県企画部統計課）
各年3月31日時点
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2/4車線開通
（平成19年3月）

糸満道路
2/4車線開通
（平成24年3月）

豊見城道路
4/4車線開通
（平成28年3月）

糸満道路
4/4車線開通
（平成29年3月）
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※株式会社東洋経済新報社が毎年発表
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【参考】社会経済情勢の変化 ２）物流
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■貨物取扱量は国際社会情勢の影響もあり減少に転じたが、那覇港のコンテナ貨物量は国内上位10港に位置し重要性は高い。（図15,16）

■豊見城市及び糸満市は「国際物流拠点産業集積地域」に指定されており、物流活動における税制の優遇措置が可能であるとともに、沿線でも開発

が行われており今後も大型車交通量の増加が見込まれる。 （図17）

●（図15）那覇空港の貨物取扱量の推移

●（図16）那覇港のコンテナ貨物量の推移
資料：空港管理状況（国土交通省）

資料：港湾統計港別集計値 （国土交通省）

豊見城道路
2/4車線開通
（平成19年3月）

糸満道路
2/4車線開通
（平成24年3月）

豊見城道路
4/4車線開通
（平成28年3月）

糸満道路
4/4車線開通
（平成29年3月）

●（図17）国際物流拠点産業集積地域の指定
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那覇市

浦添市

宜野湾市

那覇市内の旧３地区（赤枠左から旧那覇空港地区、旧那覇地区、
旧那覇港地区）は「那覇。浦添・豊見城・宜野湾・糸満地区」の区
域に包含される。

国際物流拠点産業集積地域に指定
区域内での物流活動に当たって税制上の
優遇措置が可能

那覇・浦添・豊見城・宜野湾・糸満地区

那覇市・浦添市・豊見城市・宜野湾市
及び糸満市全域

資料：「国際物流拠点産業集積計画の概要について」（H26.6、沖縄県）

●（図18）那覇空港自動車道沿線の開発及び社会経済状況

資料：事業所・企業統計調査（H11.7・H16.6）
経済センサス基礎調査（H21.7・H26.7）
経済センサス活動調査（H28.6）

H26.6 国際物流拠
点産業集積地域指定

H29.12 都市計画決定
産業振興を牽引する産業拠点として、工業・
流通・業務・健康･医療施設などの立地が予定

資料：「豊見城市与根西部地区地区計画
＜運用基準＞」（H30.3、豊見城市）

H28.3 豊見城道路全線開通
H29.3 糸満道路全線開通

【与根西部地区地区計画】 【豊見城市・糸満市の事業所数・従業者数の推移】

増加傾向豊見城道路
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出典：国土地理院の地理院タイルに追記して掲載



12.1
12.1

12.2
12.4

12.4
13.8

13.8
14.1

13.8
14.5

14.3
13.9

13.7

24

0.3 0.3 0.3 0.7 0.7
0.9 0.9 1.3 1.7 2.1 2.3 2.5 2.5

0

5

10

15

20

25

30

H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

発
着
回
数
（万
回
／
年
）

国内線 国際線

68 126

477 495 521

882 845 845 871 889 973 1,012

257 257

1,8001,835
1,776

1,623
1,614

1,600
1,596

1,602

2,090
2,152

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H19 H21 H23 H25 H27 H29

宿
泊
収
容
人
員
（人
）

豊見城市 糸満市

26 51 50 46 37 47 41 68
105

183
217236251

4
2 7 6 16 20 15

12
10

10
7

7
9

0

50

100

150

200

250

300

H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

寄
港
回
数
（回
／
年
）

外国船籍 日本船籍

569
579

542
557

514
546

586
616

626
653

685
694723

17 25 23 28 28 38
55 89

150208
254 290293

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

入
域
観
光
客
数
（万
人
）

国内客 外国客

1,466
1,485

1,375
1,414

1,327
1,445

1,517
1,585

1,601
1,674

1,744
1,754

1,808

29 32
29 39 46

59 87
144

233
293

354 384 368

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1

利
用
者
数
（万
人
）

国内線 国際線

【参考】社会経済情勢の変化 ３）観光

資料：観光、道の駅は沖縄総合ガイドブック2020年発行を基に作成
※施設等は南部地域（南城市、八重瀬町、糸満市、豊見城市、南風原市）を表示

■那覇空港の利用者数、沖縄県の入域観光客数、豊見城市、糸満市の宿泊施設収容人員は増加傾向となっている。（図20,21,22）

■沖縄県の玄関口である那覇空港、那覇港の発着回数も増加傾向となっており、空港、港湾を利用した観光需要が増加していると考えられる。（図23）

（那覇空港は令和2年3月に滑走路を増設し供用、那覇港は令和元年のクルーズ船寄港回数が全国1位）

■観光の起点となる空港、港湾へのアクセス道路である豊見城道路・糸満道路の整備は、観光産業の活性化に寄与しているといえる。（図24）

資料：入域観光客統計概況（沖縄県）

●（図21）沖縄県の入域観光客の推移

増加傾向

●（図20）那覇空港の利用者数の推移

増加傾向

資料：空港管理状況調書（国土交通省）

●（図22）豊見城市・糸満市の宿泊施設収容
人員の推移

資料：観光要覧（沖縄県）,H21以前は10/1,以降は12/31時点

●（図24）那覇港におけるクルーズ船寄港回数の推移

資料:我が国のクルーズ等動向調査結果（国土交通省）

クルーズ船
港湾別寄港回数
全国一位260回
（全142港）

資料:空港管理状況調書（国土交通省）

那覇空港第2滑走路（国土交通省）

増加する発着回数に対
し安定的な供給を図る
ため那覇空港第2滑走
路が令和2年3月供用
⇒年間滑走路処理容
量が24万回に増加

【那覇空港滑走路増設事業R2年3月供用】

●（図23）那覇空港における発着回数の推移
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●（図19）那覇空港、那覇港および南部地域の主要観光施設
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資料：那覇空港プロジェクトHP

(年)

(年)

(年) (年)

(年)

撮影日：R1.9



４.今後の事業評価の必要性等

事業評価手法の見直しについては、整備目的の効果を確認していることから、見直しの必要性は無いと
考える。今後同種事業の評価に際しては、ビッグデータ等を用いた詳細なデータを活用し、交通混雑の緩
和やアクセス性の向上などの「生活の質の向上」といった視点でのストック効果に留意した評価に努める。

■ 同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法について見直しの必要性

■ 改善措置の必要性

■ 今後の事業評価の必要性

・当該道路は、想定された効果が発現されており、当面の改善措置の必要性はない。

・豊見城道路・糸満道路の開通前に比べ、旧国道の渋滞長・旅行速度が改善され交通渋滞が緩和した。
・また、豊見城道路・糸満道路を経由することで、那覇空港～ひめゆりの塔区間の所要時間が約13分短縮
（36分→23分）され、那覇港・那覇空港へのアクセス性が向上している。
・所要時間が短縮される豊見城道路・糸満道路の利用が高まることで、那覇都市圏への観光周遊の利便
性向上に繋がり、交通混雑の緩和にも寄与している。
・そうした効果により、沿線の豊崎、西崎、潮崎地区では、民間企業等が進出・開業する等、民需が拡大、
日常生活の利便性も向上した結果、糸満市・豊見城市の人口は増加し、地方税収が増加する等、地域
の活性化に寄与し、当該道路の重要性が増大していくことは明らかである。
・以上のことから、今後の事後評価の必要性はないものと判断できる。
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